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［成果情報名］出荷容器がイチゴ‘あまおう’の長距離輸送後の品質に及ぼす影響

［要約］レギュラー（２段詰）は、DXG(平詰め、ウレタン敷き)に比べ、輸送時に果実が

傷みやすい。特に、３月以降はその差が大きくなるため、DXGによる出荷が望ましい。ま

た、ホール状トレイは発泡ポリエチレン製シートなどの緩衝資材を用いると、玉おどりに

よる傷みを防止できる。
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［対象作目］野菜 ［専門項目］流通利用 ［成果分類］技術改良
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［背景・ねらい］

イチゴ‘あまおう’は、県外では主に関東地域に広く販売されており、食味の良さ、果

実の大きさから消費者の高い評価を得ている。しかし、関東地域への長時間のトラックな

どによる輸送では、気温が高くなる3月以降に果実の傷みが発生することが懸念されてい

る。

そこで、出荷容器が輸送後のイチゴの品質に及ぼす影響を明らかにし、輸送中の果実の

傷みを抑える出荷容器の特徴を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

１．レギュラー（２段詰）は、DXG（平詰め、ウレタン敷き）に比べ、３月以降に果皮お

よび果肉部硬度が低下するにつれて、輸送時の果実の傷み面積割合が大きくなる傾向に

ある（表１）。

２．現行の出荷容器の中では、DXG（平詰め、ウレタン敷き）が最も果実の傷みが少ない

（表２）。

３．レギュラーでは、箱との間に緩衝作用があるウレタンを敷いても果実の傷みを抑制で

きない。黒トレーでは果実の玉おどりが生じやすい（表２）。

４．ホール型トレイは、果実の玉おどりが発生するが、発泡ポリエチレン製シートなどと

の組み合わせにより、果実の傷みを抑えることができる（表２）。

［成果の活用面・留意点］

１．イチゴ‘あまおう’の長距離輸送に適した出荷容器の選定に活用できる。



［具体的データ］
表１ 収穫時期、出荷容器の違いがイチゴ果実の傷みに及ぼす影響(2006年)

収穫日

試験区 1/30 2/20 3/6 3/27 4/10 4/24 5/8

傷み面積 静置区 0 0 0 0 0 0 0
割合(%) 加振区(レギュラー2段詰) 10.1 9.6 17.2 13.9 16.6 28.4 27.6

加振区(DXG) 2.2 4.2 2.8 5.8 2.4 5.0 6.8

果実硬度 果皮部 301 298 275 297 298 270 222
(g) 果肉部 204 216 158 145 150 182 124

注)1.加振、保存条件：10℃の定温庫内で、16時間、30Hz、0.4Gの振動を与えた後、15℃の定温庫で保存した。
2.供試果実：着色程度8分、規格3L 3.傷み面積割合：加振直後に評価
4.果実硬度：収穫日に直径5mmの円柱プランジャーが果実に10mm貫入する際の抵抗値を測定した。

表２ 輸送試験における出荷容器の違いが果実の傷みに及ぼす影響
(2005年12月～2006年3月)

傷み面積割合(%)
出荷容器・形態 傷みの特徴等

12/14 3/9
現行 2.7 11.7 パック、隣果との接触による傷み

２ レギュラー
ｳﾚﾀﾝ 2 ) 3.9 12.3 パック、隣果との接触による傷み

段
レギュラー＋
詰 現行 3.2 12.6 パック、隣果との接触による傷み
イフココンテナ

現行 2.0 13.1 玉おどり。緩衝材とのスレによる傷み
黒トレー

ｴｱｷｬｯﾌﾟ
3) 0.3 10.3 玉おどりの抑制効果。緩衝材とのスレに

よる傷み
平
DXG 現行 1.5 7.0 緩衝材とのスレによる傷み

詰
(ｳﾚﾀﾝ敷き） ｴｱｷｬｯﾌﾟ

3) 0.5 4.2 緩衝材とのスレによる傷み
め
ホール4) ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾄﾚｰ 玉おどり。不織布とのスレによる傷

0.2 6.1
＋不織布 み。

ﾊﾟﾙﾌﾟﾓｰﾙﾄﾞ＋ 玉おどりはあるが、シートとのスレは
0.8 6.0

発泡ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ 少なく、傷の程度小。

注)1.輸送試験：JAふくおか八女～東京青果、トラック輸送、到着時に傷み等を評価
2.ウレタン：箱とパックの間に5mmのウレタンを敷いた
3.エアキャップ：パックと箱上部の隙間にエアキャップを挟んだ 4.いずれもメーカーによる試作品
5.供試果実：着色程度8分、規格3L

レギュラー規格 DXG規格 ホール型
ウレタン 発泡ポリエチレン製シート

図1 供試した主な出荷容器
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